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今、�想�う�こ�と�

　私たち日本人が�「美�し�い」�という言葉を使い、�その�

意味になったのは室�町時代からだそうで、�奈良時代�

には「くは�し�」と言い、詳�し�いとか香�し�いのように�

細かい意味が、美�し�いのかわりに使われて�いたそう�

だ。平安の頃は「き�よ�し�」清いという言葉が美�し�い�

の意味に当たるそう�だ。これは、私達の先�人達が細�

かく、汚れない様を�好んだということなの�だろう。�

　そんな美に対する�意識が、明治になり西�洋文化の�

洪水に押�し�やられ、混沌と�し�た状態となった。�美を�

追求するものが、新�し�い文化に触発され、�新�し�い美�

の基準を追い求めて�いくのは当然の流れだ�と言える�

のだが、それが現在�ではあまりにも多様に�なりすぎ�

たのではないかと考�えさせられる。�

　私は教育現場でも�根源的な美�し�さを再認識する必�

要があるのではない�かと考えている。教育�とは過去�

の財産を現在に伝え�る事が重要であり、�し�っかりと�

し�た基礎を学ぶべきとこ�ろだと思うのだ。学生�達に�

は過去の財産を�し�っかりと学んだ上で、�イメージを�

広げ、新�し�い発見を�し�て欲�し�いと願っている。�

　また、描きたい�ものを描くための技術�はいつの時�

代にも必要である�。現在、美術は絵画だ�けではなく、�

映像、�ファッション、�イラス�ト�、�漫画等、�様々な分野�

に広がりをみせて�いる。どのような分野�でも、人に�

自分の発想やイメ�ージを伝えるうえで基�礎となるの�

は、描く力にある�のだ。四角い平面の中�で色彩の組�

み合わせや構図に�よって変化する印象の�違いを模索�

することは、もの�づくりの基本となるも�のだと思う。�

　私も長く絵を描�いてきたが、造形美を�基本に、四�

季折々の美�し�さを取り入れながら、�明日に向かって�

生きていく人間を�力強く描いていきたい�。そ�し�て、�

それが少�し�でも伝わることを�願いつつ、日々絵筆を�

握っている。� （えんどう　あき�こ）�
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授業の極意�

　授�業�は�く�だ�け�た�言�い�方�を�す�れ�ば“ラ�イ�ブ”で�あ�り、教�室�は�い�わ�ば“ラ�イ�ブ�ハ�ウ�ス”�

である。生演奏と観客の一体感で盛り上がっていく。大まかな筋書きはあっても、ア�

ド�リブもありアクシデン�ト�も�し�ょっちゅう。ちょっと�し�た�ド�ラマが展開する。お客は�

非日常を楽�し�みに来る。�ただ�し�、�つまらなければ明日から客は来ない。�CDを聴いてい�

るのではないのだから。�

　�“生”�で勝負するノウハウは、聞きか�じ�りなんかは役に立たない。ま�し�てマニュアル�

なんぞありは�し�ない。�“生”とは身をもって知っての上でということ。�

　このライブハウスでの生演奏を、新�し�くて溌剌と�し�たものに�し�ていくにはどう�し�た�

らいいのだろう。観客とつくり上げていくにはどんな工夫がいるだろうか。その極意�

をつかむには、�

　数多く人のライブを見に行くこと。�

　数多く�レ�ッスンすること。�

　数多くライブに立つこと。�

このくり返�し�がダイジだろう。�

　工作の指導＝特定の生活用具や玩具をつくらせること、デザイン＝ポスター、とい�

った題材観、教材観のシバリからいまだに解放されていない。子どもたちがもつデザ�

インや工作に対する資質や能力を遺憾なく発揮させるためには、先生の無意識に働く�

行為の中に、心の自由を失わないエネルギーが必要なのだろう。�

　音楽は聴くもの�じ�ゃない。味わうもの。�

　図工だってつくりだす喜びを味わわせる。っていってるじゃないか。�

遠藤　�彰子�
（武蔵野美術大学教授�・�画家）�

デザ�イ�ン�・�工作�・�工芸の巻�
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坂道をおもりの働きで下るおもちゃづくり�

「はみ出しボール」� 「でこぼこボール」�

はみ出しボールは�
クルクルゆらゆら…�

でこぼこボールは�
カタカタゴトゴト…�

試す�

見る�

つくる�
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　ねらいをどこに置くか�によって、授業づくりは�

ずいぶんと変わります。�すなわち、授業の極意と�

いうのも、�「展覧会等に向けての作品づ�くり」�がね�

らいか、�「子どもの工夫を引き�出すこと」�がねらい�

か、などによって異なり�ます。どちらも大切です。�

教師があやふやな気持ち�で二兎を追わないことが、�

題材設定時の極意です。�

　今回は、�「子どもの工夫を引き出すこ�と」�を主な�

ねらいと�し�た授業展開を提案�し�ます。�

　�

　�「子どもの工夫を引き�出す」�ということは、子ど�

もたちに試行錯誤の過程�を楽�し�ませるということ�

です。手順に沿ってつく�ればよいという一本道で�

　試す→つくる→見る→試す�→つくる→見る…、�

をくり返すことで学びが深ま�るのです。�

　みんなで見合うということ�は、�

①友だちの工夫が見えて参考�になる。�

②自分の工夫を友だちに認め�られることで更なる�

工夫の意欲が生じる。�

など、様々なよさにつながり�ます。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　試�し�たり、つくったりを繰り返�し�た末に、作品�

がボロボロになって�し�まうことがあります。その�

ような作品を飾ったり家に持�ち帰ったり�し�ても、�

なかなか評価を�し�てもらえません。�し�か�し�、今回�

のような活動で大事なのは、�製作過程の試行錯誤�

を楽�し�む子どもたちの目の輝きその�ものなのです�

から、�「結果と�し�ての作品で評価」�という視点も変�

えなければなりません。�

　完成作品を写真に撮って学�級掲示や評価に生か�

す先生はよく見かけますが、�「製作過程の子どもた�

ちの様子」をデジタルカメラ�や�ビ�デオで撮影する�

先生はあまり見かけません。�今回のように「子ど�

もの工夫を引き出すこと」や�「試行錯誤の中での�

学び」を評価�し�たい場合は、ぜひ「製作過�程の子�

どもたちの様子」を保護者会�などで家庭に伝えて�

いただきたいものです。�

　�「家に持ち帰った作品は普�通だと思ったけど、�授�

業�中�の�表�情�は�家�で�見�せ�た�こ�と�の�な�い�よ�う�な�輝�

いた表情に見えま�し�た。�」�

　�「図工って大切な学習なん�ですね。�」�

　�「でこぼこボール」�は、大きめのゴム玉に、丸�い�

頭の�ピ�ンを４つほど刺�し�たものです。カタコ�ト�と�

不規則な動きを�し�ます。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　これらの仕組みを、ぜひ�透明なプラスチックカ�

ップの中にエンジンを入れ�た状態でも見せてあげ�

てください。�

　�「あっ、ボールの動きが�見える。�」�

　�「でこぼこボールは、�ボールが考えながら行く�方�

向を決めてるみたい。�」�

　子どもたちの目は真剣で�す。�

　�「ヨタヨタ�し�て、酔っ払った人みたいね�。�」�

など、見立て遊びも始まり�ます。�

　シンプルな素材�（カップ類、�何種類かの玉、�丸い�

頭の�ピ�ン）�と斜面を提供�し�て、�「どんな動きが生ま�

れるか実験�し�てごらん」と言うだけで子�どもたち�

の多様な試行�（思考）�活動が始まります。もう「�工�

夫�し�たいスイッチ」が入っている�ので、どんどん�

工夫は広がります。�

　次の週の図工の時間にな�りま�し�た。いつまでも�

　�

　�

　�

　�

　�　�

　カップや筒の中にエンジ�ン�（�ビ�ー玉等のおもり）�

を入れて斜面を走らせるお�もちゃをつくるのが本�

題材です。導入では大小い�くつかの�ビ�ー玉、ゴム�

玉、ゴルフボールなどを用�意�し�ておき、動きの様�

子を見せることからはじめ�ます。�

　エンジンとなるビー玉の�大小でス�ピ�ー�ド�が変わ�

ることは、�子どもたちにもすぐわかり�ます。�「はみ�

出�し�ボール」と命名�し�た仕組みは、カップの深�さ�

よりボールがはみ出�し�ている仕組みで、不思議�と�

クルクル回りながら斜面を�すべり降ります。�
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2．仕組みが�先か？　装飾が先か？�

1．授業のね�らいをはっきりさせる�

3．興味・関�心を引き出す導入�

5．子�どもの輝きを保護者に伝える�

4．学び�合う場をつくる�

千葉県市川市立中山小�学校　�北川　�智久�

コ�ロ�コ�ロ�大作戦�（2年生）�
「動か�し�な�が�ら�、�た�し�か�め�な�が�ら�」�が�授業�の�極意�

仕組みを試�し�ている�

だけでは活動は進み�

ません。反対に、装�

飾が完成するまでイ�

スに座り続けている�

だけでもよくありま�

せん。�
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　動くおもちゃづくりで�は、仕組みの動きから想�

像を膨らませて作品に仕�上げることが楽�し�いので�

す。でも、仕組みの段階�ではよく動いたのに、飾�

りを付けたら動きが悪く�なって�し�まうことがあり�

ます。そこを調整する苦�労も大切な学びです。�

　装飾を先に�し�て仕組みを後付けにす�る授業展開�

もあります。こちらは「�作品づくり」が主であり、�

今回の内容とはねらいが�異なります。�

との感想を得ることも�し�ば�し�ば。これぞ、図工の�

よさを家庭に伝える極意。�（きたがわ　ともひさ）�

　この、導入と試行活動だ�けで45分間は必要です。�

最後に、次週の図工の時間�に向けての材料集めの�

計画を立てます。�

はない分、興味・関心とい�う動機付けが大切です。�

　最初の提案は、仕組みについてです。�
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　�「糸のこ�ド�ライブ」�の実践では、必ずといっ�てよ�

いほど、�「電動糸のこぎりの台�数が足りない」�とい�

う話を耳にする。簡単に�解決する方法がある。隣�

の学校から借りればよい�のである。同�じ�市町村の�

財産を活用�し�ない手はない。電動糸の�こぎりを使�

う�の�は、�「糸�の�こ�ド�ラ�イ�ブ」と�６�年�の「12歳�の�力�

で」ぐらいである。実施�時期をずらせば、他の学�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

形を気にせず、楽�し�く思い思いに電動糸のこぎ�り�

を使って、いろいろな形を�切っていく。�ド�ライブ�

が終わるころにはとてもお�も�し�ろい形のパーツが�

出来上がっているのである�。�

　無意図的に切った形であ�るため、組み合わせて�

いくとどう�し�てもいらないパーツが出て�くる。そ�

んなパーツは「宝物コーナ�ー」へ。ここにあるパ�

ーツは共有財産となり、誰�でも自由に使ってよい。�

すると、ほ�し�い材料が見つかるとともに�、無駄も�

なくなり、とても効果的で�ある。ただ�し�、自分が�

切った材料よりもらったパ�ーツの方が多くなるこ�

ともあるため、�「宝物コーナー」�からもらえるパー�

ツの数は制限を加えた方が�よい。�

　木工の実践を見て気にな�るのが、木工用接着剤�

の使用方法を子どもはもち�ろん、先生方も知らな�

いことが多いということで�ある。接着剤は多くつ�

ければつけるほど着くと思�っているのである。�（た�

くさんつけるとかえって着�かない�し�、仕上がりも�

汚くなって�し�まう。�）�木工用接着剤では、まず紙�ヤ�

スリを使って接着面を整え�ることが大切である。�

続いて、�両方の接着面に薄く塗り、�１分ほど�（メー�

カーによると５分以上）�乾か�し�てから、�圧着すると�

よい。�私は、�「接着剤を両面に塗り、�接着する木を�

両手に持って振りながら60数えたら接着する。�」�と�

指導�し�ている。ただ�し�、木口にはやや多めに接�着�

剤を塗ること。その後、ク�ランプやテープなどで�

固定すると確実である。�

校では使っていないのであ�る。私は、町内の小学�

校と中学校から借りて、２�人に１台を用意�し�た。�

待ち時間がなくなり、とて�も効率的に切ることが�

できた。ただ�し�、２人に１台というとこ�ろがポイ�

ン�ト�である。２人だと自然に互い�に学び合い、協�

力する姿が生まれるのであ�る。�

　図工では、電動糸のこぎ�りや両刃のこぎり、錐�

などの道具を使用するが、�道具の使い方は確実に�

指導することが大切である�。始めに指導�し�たと�し�

ても、全員に十分伝わるこ�とはない。私は、演示�

の際に指導することはもち�ろん、全ての電動糸の�

こぎりの後ろの壁に使用方�法を掲示�し�、それで確�

認�し�ながら活動できるように�し�た。さらに、巡視�

し�ながら、まちがった方法�で使用�し�た児童を見つ�

けた場合は個別に指導する�ように�し�ている。�

　�「糸のこ�ド�ライブ」�で大切なことは電動糸のこ�ぎ�

りで形を意識させることな�く切らせることである。�

鉛筆で線をかいてその線に�沿って切らせることは�

御法度。思い通りに切るこ�とができず子どもたち�

に失敗�し�たという気持ちをもたせ�て�し�まう。では、�

どうすればよいか。題材名�の通りに、�ド�ライブに�

出かけるのである。子ども�たちを電動糸のこぎり�

の周りに集め、�「先生が、�これから糸のこぎりを�使�

って、�ド�ライブに出かけるよ。ブ�ンブンブンブー�

ン。まずは直線道路。あっ�、峠道だ。キキキー、�

キキー、続いてヘアピンカ�ーブだ。�」�などと言いな�

がら、板を動か�し�てどんどん切っていく�。その演�

示を見せた後、�「�じ�ゃあ、�みんなも思い思いの道�路�

を�ド�ラ�イ�ブし�て�こ�よ�う。�」と�投�げ�か�け�る。す�る�と、�

特　�集�授業の極意� 第3回　デザイ�ン�・�工作�・�工芸の巻�

道具の使い方は確実に指導する�こと�

電動糸のこぎりは他校から借りる�

糸のこ�ド�ライブをさせる秘伝�

木工用接着剤は接着法を確実に�伝える�

いらない材料は共有化�

着色はアクリル絵の具を使って�

デザ�イ�ン�・�工作�・�工芸指導�の�極意�
「糸�の�こ�ド�ラ�イ�ブ�（5・6年上）�」�を�例�に�し�て�

福島県柳津町立柳�津小学校　�平塚　学�

きり�

　�「糸のこ�ド�ライブ」�では、つり下げるもの�や壁に�

掛けるもの、机に置くものな�ど多岐にわたる作品�

ができる。そこで鑑賞会では�、それぞれの子ども�

が置きたい場所に置いて鑑賞�できるようにするこ�

とが大切である。私は、教室�にワイヤーを張り、�

Ｓ字フックをつけ、つり下げ�たい子はそこにつり�

下げ、壁に掛けたい子は掲示�板へ、置きたい子は�

机に置いて鑑賞�し�合った。�

　工作の時に必要なのが材料�である。自分で使い�

たいものは個人で用意するこ�とが大切である。�し�

か�し�、突然思いついた時や予�定が変わった時、ほ�

し�い材料が見つかる場所があ�ったら、子どもたち�

にとって材料置き場は宝物置�き場となるに違いな�

い。少子化でどの学校も空き�教室があるはずであ�

る。その１つを、材料置き場�へと変身させるので�

ある。この材料は、図工はも�ちろん、生活科でも、�

理科でも使ってよい。材料を�種類ごとに仕分け�し�、�

余った材料を置いたり、使っ�たら補充するように�

し�ていくのである。� （ひらつか　まなぶ）�

　水彩絵の具で着色�し�、その上からニスを塗る�と、�

最低でも３時間、下手する�と４時間ほどかかって�

し�まう。�し�か�し�、乾くと耐水性となるア�クリル絵�

の具を使用すれば、２時間�ででき、仕上がりもニ�

スを塗ったのと変わらない�。さらに、アクリル絵�

の具は乾くと重ね塗りがで�き、模様を工夫するこ�

とが容易である。�

　�

鑑賞会は子どもたちが置きたい場所に�置いて�

材料置き場を作ろう�
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果と�し�ての作品は、本人が努力�し�た『よさ』が表�

れているものだが、でき�るだけ制作過程の軌跡が�

その表現に表れているも�のを大事に�し�て評価�し�た�

い。�次に、�授業を通�じ�て大事な姿勢は、�「大切心」�

（造語になるかも�し�れない）�、�「集中力」�、�「追求」�だ�

と言っている。�「大切心」�は、ものごとを大切にす�

る態度で制作の基礎と言�えるものです。�「集中力」�

は、中学生と�し�ての必要な素養。家庭�持ち帰りは�

極�力�さ�せ�な�い�で、授�業�で�作�品�を�完�成�さ�せ�る。�「追�

求」は、いろいろな能力�を発揮するには粘り強く�

追求する姿勢が必要にな�る。�

　デザイン学習はいろい�ろな能力を育てる事が出�

来る。中でも美術の文法�とも言える「平面構成」�

は、表現や鑑賞の基本に�なるので省く事は出来な�

いと思う。以下は、私が�実践指導�し�ているデザイ�

ン学習時のポイン�ト�をかいつまんで紹介�し�たい。�

　例えば、サ　三変化　�　シ　白先　　ス　水分�

調整　　セ　清色先　　�ソ　ぞうきん必携。�

　デザインの特に彩色の�際に必要な基本技能で、�

良い結果を生む秘訣を、�サシスセソに当てはめた。�

ほとんどこちらの都合で�強引に当てはめている。�

三変化は着色で、例えば�同�じ�赤を使うに�し�ても３�

つの変化�（明暗や類似）�以上を考える事。白先�とは、�

混色の際に２色のうちど�ちらを先にするかの基本。�

どちらか明るい方を先に�筆につける。水分調整は、�

均一な色面を作るこつ。�清色先は、着色の順序。�

ぞうきん必携は、いろい�ろな部分でぞうきんを利�

用する。腕を上げるには�ぞうきんの使い方を上手�

く使うこと。その他いろ�いろな事を言いたいが、�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

いよ作品に�し�ていくが、前述のように目�測で枠を�

作っておいて、アイデアを�練る。完成のイメージ�

ができた所で、最初に背景�から着色する。これは�

混色と塗りの練習をかねて�いる。条件と�し�て、作�

った色を使わせる。よく黒�を選んで塗る生徒がい�

るが、このあと形を手描き�するので見えなくなる�

し�、黒を他の色で作るのが�難�し�いのか、選ぶ生徒�

は一人もいなかった。また�、結果と�し�て生徒同士�

同�じ�緑を塗っても微妙に違う緑を�表すようになっ�

た。表現の�レ�ベルを高める事より基礎的�な学習訓�

練という意味合いが強い。�いままで私は平面構成�

の作品を見るたびに、無機�質でオー�ト�マチックな�

雰囲気があって、評価観点�以上に鑑賞に堪える作�

品はなかったのだが、この�ようにする事で何か人�

間的な情感とか「味」が出�たような気が�し�ている。�

　２年で�「美の秩序」�、や、その他�「アイヌ文様」�

等学習させた後、３年で�「立体感のある平面構成�」�

を制作させる。３年の授業�は、基本的に細部にわ�

たる具体的な説明を省略す�る。いわゆる手取り足�

取りというていねいな指導�をほとんど�し�ていない。�

突き放�し�た姿勢で臨むので生徒は�考え悩む。ねら�

いにそった表現になるよう�あれこれと考えあぐね�

て制作を進める。その途中�の考えがどう変化�し�て�

いるのか、とか、どんな発�見を�し�ているのかに注�

目�し�たい。完成後のまとめで、こ�の学習�（制作）�を�

通�し�て考えたことや発見�し�たことを記入させた。�

すると以下のような記述が�見られた。�

限られた制作時間の中で説�明�し�ているともったい�

ないのでこう�し�てみた。事前に模造紙等�に書いて�

掲示する。指導する側も押�さえやすく、生徒もい�

ろいろな事を言われるより�、やろうとする作業が�

はっきりする。あとは個別�指導で補足する。�

　１年のデザイン学習導入�場面で、造形感覚を訓�

練する一つに「目測」の学�習を取り入れている。�

ある長さのまっすぐな線を�引くとき、定規を使わ�

ず自分の目の感覚をたより�に引いてみる。スケッ�

チやデッサンは基本的にそ�う�し�ているが、その他�

の、例えばある枠を作ると�き、たいてい定規を使�

うが、それをあえてフリー�ハン�ド�で引かせる。１、�

２、３㎝の水平線を引きな�さい。と言ってフリー�

ハン�ド�で引かせると、最初は戸惑�いをみせながら�

も思い思いに工夫�し�ておそるおそる引いている�。�

まっすぐにならなければ、�まっすぐになるよう何�

度でも引き直す。引いた後�どれだけ近い値になっ�

ているか測ってみる。する�と意外にその長さに近�

い線を引く。初めてでも、�クラスの半数の生徒は�

指定�し�た長さのプラスマイナス１�㎝の範囲でまっ�

すぐな線を引いている。と�ても簡単な学習訓練だ�

が、近い値を予想する事か�ら始まって、注意深く�

線を引く緊張感と定規で確�かめた値が近かった驚�

きがある。指定とかけ離れ�たものでも、今後繰り�

返す事によって、予定�し�た長さできれいな線を�引�

く事ができるようになる。�そのような基本練習を�

生�か�し�て、ケ�ン�ト�紙�に�こ�れ�か�ら�作�品�に�す�る�画�面�

（枠）�を作成する。�

　自然物を選び単純化等工�夫�し�て形を直�し�、いよ�
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「目測」�

ポイン�ト�語呂合わせ「アイウエ語録」�

1年「自然�物を生か�し�た平面構成」�

3年「立�体感のある構成」�

　やりすぎたと思うくらい�やってみたらすごく�

うまくいった。色の使い方�により何を伝えたい�

かをはっきりさせないと、�なかなかイメージが�

伝わらない。一つのものか�ら連結�し�て想像する�

こと。一つの発想からどん�どん大きくイメージ�

がふくらんでいく、…断片�的に思いついた事を�

試�し�に描いたり消�し�たりする間に一つの作品に�

なる。白を加えて薄く�し�たほうがムラになりに�

くい。オ�レ�ンジが１カ所入っただけ�で画面が一�

気に明るくなる。何かを強�調させたいとき、周�

りを変化させていけばそれ�が変化すること。暗�

さの度合いによって距離に�変化が出てくる。色�

をたくさん使って塗ること�が必ずよいとは限ら�

ないということ。立体の奧�の幅を大きく�し�て�し�

まうと美�し�く見えない。黒白の使い�方が一番勉�

強になった。まっすぐ線を�引くときは腕ごと動�

かす。発見が多かったのは�、下描きの時より色�

塗りの時、こってり感と透�明感…。こってり�し�

たところの上から透明の色�を塗るとどんな感じ�

になるのだろう。�「陰陽」�２つは表裏一体だ。陽�

の中に陰を入れたり、少�し�だけ反対のものを入�

れると引き出�し�たいものが引き立つ。あえ�て不�

自然に�し�た方が、実際にはないよう�な感�じ�が出�

せたと思う。�

　作品制作の隠れたねらいは�、試行錯誤する過程�

から、ある考えが発見できる�事。できがよい作品�

の記憶も当然残るが、それよ�りも制作を通�じ�て得�

られた教訓、考えはたとえ失�敗�し�た作品であって�

も記憶に�し�っかり残るものだ。その�積み重ねは、�

やがて美術を愛好する心情へ�繋がると思う。�

（みやたけ　てるひさ）�

「平面構成」�の�制作か�ら�生活力�を�身�に�つ�け�る�

北海道千歳市立向�陽台中学校　�宮武　�輝久�

　生徒へ日頃言っている�ことは、�「自分の頭で考え�

ろ」�、�「人に伝えるために作品を�つくる」です。結�



制作の様子�

「大波」� 「宇宙の風」� 「テーマパーク」� 「バラ園」�

ユニットづくり―紙の変形�
（ア）切り抜く、（イ）折る、（ウ）重ねる、（エ）曲げる、（オ）巻く、�
（カ）ひねる、（キ）差し込む、等�

表 現�表 現�

イメージ（像）�

主体的・創造的関わりにおける発見・感動�

造形動機�

形式・構成から着想�

課題の要請�装飾本能�技術・手段�機能的造形追究�

構成力�
想像力�

美的直感�

作品に込めた思いや願い
（美的価値）をより具体化
する思考。�

感覚的に対象
から美的価値
を直接とらえる。�

経験や既知の
事柄を結びつ
けて新たな像を
つくる思考。�

造形要素を美的
秩序に従って組
み立て、表現技法
や手順をまとめる
思考。�

③�

①�

②�素材体験�①� 対象から感受�③�

②�①�

【生徒の感想より】�
○色がなくても光の当たり具合で、作品の感じが変化するのがとても美しいと思いました。�
○色を使わなくても、紙だけでいろいろな表現ができたことに驚きました。�
○誰の作品とも重ならない、みんな違った美しさがあり、自分の個性を生かせる作品だと�
　思います。�
○いろんな形やアイデアを考え出すことによって、作品がより美しくなると思いました。�
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出�し�たり�し�ま�し�た。また、作品との対話を�し�てい�

くうちにイメージが広がり「�宇宙の風」と題�し�て、�

構成を調整する生徒もいま�し�た。�

　�し�か�し�、逆にユニッ�ト�の種類やモティーフが多�

すぎてまとまりがなくなって�し�まった生徒には、�

課題把握の段階にもどってモ�ティーフやユニッ�ト�

の美�し�さをとらえなおさせます。�そのことから�「簡�

潔化」・「総合化」・「組み�合わせ」のデザイン�

の基本構造をつかませま�し�た。�

（4）�充実発展の段階―課�題からの造形動機�

　こ�こ�で�は�最�初�か�ら�表�現�意�図�（�こ�の�よ�う�な�イ�メ�ー�

ジを表�し�たいという課題意識）�を設定�し�て、�形づく�

りや構成をおこないま�し�た。�

　�「バラ園」�のイメージを�し�た生徒は、波形に切る�

ハサミを意図的に用いて、渦�巻きを何種類もつく�

りバラの茂みを思わせる構成�を�し�ま�し�た。また、�

「大波」をイメージ�し�た生徒は、幅の広い渦巻き�

を緩く巻いて、台紙に断面を�貼り付けず、立体的�

に高さがでるように積み上げ�ていきま�し�た。�

　�「像を閉�じ�込めている大理石の中か�ら、�その像を�

解放するために彫り起こす」�とは、ミケランジェ�

ロの言葉ですが、大理石の表�面に内側から押�し�上�

げてくる像のイメージを彫り�起こすこと、すなわ�

ち自己開放ということを言っ�ています。生徒の作�

品づくりの中にもこの言葉が�生きていると同時に、�

私たち美術科教師は、生徒の�内側にある“美を求�

め、追求�し�ていく心”を引き出�し�、輝かせること�

こそが最も大切なことだと感じ�ます。�

（ともの　えみこ）�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

し�いと感�じ�る配置や構成を見出さ�せま�し�た。また、�

制作の途中で相互評価活動�をおこない、個々の作�

品のよさから、シンメ�ト�リーやリ�ピ�テーションや�

リズムなど、整然と�し�た美や秩序、リズム、バ�ラ�

ンス、動きなどの躍動感の�美を生徒は見出すこと�

ができま�し�た。�「粗密のバランスを利�用�し�て、�ユニ�

ッ�ト�の大きさを変えた作品は、見�ていてもあきな�

いよさがありま�し�た」�、�「空間と密度がとても重�要�

で、少�し�配置を変えるとイメージ�が変わって�し�ま�

うことがわかった」などの�感想から、生徒が自分�

なりに構成の美を見出�し�、達成感をもつことが�で�

きたことが窺えます。�

（3）�課題解決の段階―�対象からの造形動機�

　形の面白さや美�し�さをもとに構成�し�配置された�

ものから、心に浮かんでく�るメッセージや思いを�

具体化�し�ていくために、自分の作�品との対話をお�

こないます。�

　この段階で、何が言いた�いのかよくまとまらな�

い、何も浮かばない生徒も�中にはいます。そうい�

った生徒には“訴えるもの�が弱い作品は何かが足�

りない”のだからユニッ�ト�やモティーフをさらに�

付け加え、再構成をするよ�うにア�ド�バイス�し�ます。�

こう�し�たプロセスを経て生徒は、�粗密のバランス�

の美を発見�し�たり、動きが出てきて動勢�の美を見�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�
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4．お�わりに�

生徒�の�内側か�ら�「�造�形動機」�を�引�き�出す授業�の�極意�
～紙�の�美�し�さ�を�引�き�出す�「抽象的�な�構成」�　�（第3学年）�～�

福岡県大野城市�立御陵中学校　�友野　�恵美子�

　�「美�し�いこと・美」とは、快�いこと、�「感動」を�

人に与えるもので、心を�生き生きとさせ「創造」�

に向かわせる力をもって�います。私は、この力を�

生徒の主体的な対象との�関わりの原動力と�し�て、�

学習の各段階でどのよう�に動機付け�し�ていけばよ�

いかを考えています。�

　紙による「抽象的な構�成」では、以下に述べる�

４つの「美」があります�。①紙のもつ可能性や特�

性である�「素材の美」�、②白一色の画用紙の立�体が�

創り出す両極�「光と影の美」�、③モティーフと空間�

の秩序である�「構成の美」�、④抽象的構成から訴え�

る作品に込めた思いや願�いなど表現意図を伝える�

「創造性の美」です。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　この作品制作は紙のもつ�よさと光と影の美を直�

接とらえさせることで造形�動機が高まると考え、�

全過程においてアイデアス�ケッチを一切おこなわ�

ず、実物操作によって進め�ま�し�た。�

（1）�課題把握の段階�―素材体験からの造形�動機�

　まず、抽象的な構成の単�位となるユニッ�ト�の形�

づくりの可能性に着目させ�ま�し�た。�

　生徒は思い思いに紙を折�り曲げたり、丸めたり、�

ひねったり、重ねたり�し�始めま�し�た。ここで生徒�

自身も思いがけない形を発�見�し�たり、基本的な変�

形に工夫を加えたり�し�て自分なりの「美」を次�々�

に創出�し�ていま�し�た。�

　教師が想定�し�た発想の幅を十分に超え�た学習活�

動になりま�し�た。�

　生�徒�は、�「と�り�あ�え�ず�ひ�ね�っ�た�り�ねじ�っ�た�り�し�

て、日常生活で目にする形�を思い浮かべて独自の�

形を発想�し�ていった」�、�「思いついた形をそのま�ま�

表現するのでなく、変形さ�せていった」と形づく�

りのポイン�ト�を述べていま�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�課題追求の段階�―形式・構成からの造�形動機�

　ここでは光と影を秩序づ�ける活動を�し�ま�し�た。�

ユニッ�ト�を画用紙上に配置�し�、動か�し�ながら、美�

2．�造形の動機付け―�「美」�を見出す�

1．は�じ�めに�

3．�授業設計の各段階における�造形の動機付け�



　大きなロール紙�に版で、�「不思�

議な生き物」を表�すことを行っ�

たときのこと。紙�版画との出会�

いによって、子ど�もたちがどの�

ように刺激され、�表現に表�し�、�

変容�し�ていくかとても楽�し�みだ�

った。�

　Ｔ君は、自己表�出するまでに�

時間がかかるとき�があり、自分�

が困っていること�も言い出せな�

そっと見守って�いると、小さな�

つぶやきすら聞�こえてくる。Ｔ�

君の中では、作�っている生き物�

が元気よく動き�回っていること�

が分かる。�

「大きく作れた�ね。みんなに見�

せてもいいかな�？」�

と声をかけたと�き、ハッと手を�

止めたＴ君。自�分の世界に没頭�

し�ていたのだろう。困�ったよう�

にうなずきなが�ら、�

「ほら、Ｔ君の�生き物はこんな�

に大きくなって�きたよ。�」�

とみんなに見せ�ている私を見上�

げていた。生き�生きと�し�たＴ君�

の姿に、他の子�たちが触発され�

ないわけがない�。形を描かずに、�

切り取った紙片�を組み合わせる�

ことに戸惑って�いた子たちも自�
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であってもとても�うれ�し�い。�

　学習成果発表会�では、有志が�

市内の小学校に向�けてポスター�

を制作�し�、６年生に招待�状を添�

える。伝えたい相�手を思い浮か�

べ、自分の力を精�一杯発揮�し�て�

できあがるポスタ�ーは、心がこ�

もっていてすばら�し�い。�

　本校は合唱も盛�んで、新入生�

を歌で迎え、卒業�生は歌を歌い�

学舎を巣立ってい�く。芸術は、�

学校生活の一部で�あり、ゆとり�

や�潤�い�、�そし�て�活�力�を�も�た�ら�す。�

美術もその一翼を�し�っかりと担�

っている。これら�の土台は、普�

段の授業であり、�生徒たちのひ�

たむきな取組があ�ってのものだ。�

本校から、美術は�なくせない。�

（おおくら　ただ�ひと）�

　勤務校である附属�中学校は、�

私の母校だ。前任の�先生は恩師�

で、引き継いだ研究�室には私の�

中学校時代の作品が�飾られてあ�

った。なかなか粋な�作品の返�し�

方？であるが、みな�さんはきち�

んと児童生徒に作品�を返却�し�て�

いるだろうか…。�

　本校には、�「青葉写生会」�とい�

うのがある。１年生�は県文化財�

である本校の講堂、�２年生は小�

説「坊っちゃん」で�有名な道後�

温泉周辺、３年生は�掘之内周辺。�

青葉の美�し�い５月の連休前�に、�

全校で写生する。風�薫り光輝く�

気持ちよい場所での�写生は格別。�

　昨年度、１年生�を担任�し�てい�

たとき、図工を研�修する機会を�

いただいた。専門�でもなく、取�

り立てて研修�し�たことのない私�

にとって、何をど�う進めていけ�

ばいいのかわから�ず、途方にく�

れて�し�まった。�

　それまでの私は�、図工と言え�

ば、子どもの時か�ら苦手意識の�

固まりで、教職に�就いてからも�

どう教えていいの�か、作品をど�

う鑑賞�し�たらいいのか、すべて�

が課題だった。す�ばら�し�い作品�

に出会ったら、指�導法を聞きに�

行き、自分の中に�取り入れる。�

自分の技術を高め�る、いい作品�

を作る、そればか�りを求めてい�

た気がする。苦手�な子に�し�てみ�

たら、苦�し�い図工だったかも�し�

れない。�

　だが今回、造形遊�びを研修�し�

たことで、私のそれ�までの図工�

への思いは大きく変�わった。造�

形遊びについては、�正直、ねら�

いがよくわからず遠�ざけていた。�

し�か�し�、新聞紙や段ボール�など�

様々な素材に思いの�ままに関わ�

り、形を変えていく�造形活動を�

組むことによって、�それまで見�

たことがなかったよ�うな、生き�

生きと自ら動き出す�子どもたち�

の姿を見ることがで�きたのであ�

る。新聞紙をちぎる�、丸める、�

つなげる…段ボール�を積む、組�

み立てる…。素材に�関わり、単�

純に見える造形活動�を続ける中�

10

分ら�し�い生き物を見つけ出�し�て�

いった。�

　この題材の中で自�分なりの自�

己表現に満足ができ�たＴ君は、�

このころを境に、発�言を�し�たり、�

友だちに話�し�かけたりすること�

が多くなっていった�。私にとっ�

ても、今までに見え�ていなかっ�

たＴ君との新たな出�会いであっ�

た。�

　大きなロール紙に�版をいくつ�

も刷っていく表�し�方に�し�た今回�

の題材。多少の「失�敗」も一つ�

の表現と�し�て考えを転換�し�やす�

く、いろいろなこと�を試�し�た。�

　�

　�

　�

　�

神奈川県横浜市立東希望が丘小学校�
安藤　�美穂�

造形遊び�へ�の�挑戦�
良知　�香苗�（静岡県焼津市立焼津�西小学校）�

美術�は�な�く�な�っ�て�も�よ�い�か�
大倉　�匡仁�（愛媛大学教育学部附�属中学校）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�

とで、様々なス�ト�ーリーが重な�

り合い、大きな作�品となってい�

く。その過程で、�子どもたちが�

表現する喜びに出�会うことを願�

っていた。�し�か�し�、そこに、子�

どもたち一人一人�の個性と成長、�

子どもたちの姿か�ら生まれたス�

ト�ーリーが折り込�まれているこ�

とに気付いた時、�私自身が題材�

開発を�し�ていく喜びや子�どもた�

ちの変容を見とっ�ていく喜びと�

出会っていたのだ�った。�

（あんどう　みほ）�

　大きなロ�

ール紙に一�

人一人が作�

った版を刷�

っていくこ�

生徒は熱心に筆を動か�す。提出�

は、連休明けという何�ともよく�

できた計画で、私が子�どもの時�

からずっと続いている�。�

　運動会には、各学級�で装飾旗�

という畳４畳ほどの応�援旗をつ�

くる。夏休み中からア�イデアを�

練り、例の講堂にブル�ーシー�ト�

を敷き詰め、クラス総�動員で制�

作する。クラスマッチ�形式で競�

うため、どの学級も意�欲的に取�

り組む。不公平になっ�てはいけ�

ないので美術教師は一�切口出�し�

できない。そんな中、�授業で学�

習�し�たことが生かされ�ている旗�

を目に�し�たときには、他の学�級�

で、何かに見立�てて遊び、さら�

に活動を広げて�いく。そこには、�

作らなければな�らないものなど�

ない�し�、出来映えを評�価されな�

い。子どもたち�は安心�し�て、時�

には友達と関わ�りながら、素材�

で思い切り遊ぶ�。心が開放され�

ると、発想も柔�軟になり豊かに�

なる。この活動�を通�し�て、どの�

子も表現する楽�し�さを味わうこ�

とができたのだ�。とかく材料集�

めや環境作りの�難�し�さで、後回�

し�にされがちな造形遊�びである�

が、その価値は�大きい。�

（らち　かなえ）�

その中の一つが、子ど�もたちの�

名�づ�け�た「分�身�の�術」�。た�ま�た�

ま、刷り終わった版を�、また、�

紙の上に乗せて�し�まった時、�「あ�

れ？写った。分身の術�！」と言�

ったことがきっかけだ�った。イ�

ンクが版に残っている�ので少�し�

薄くなるところに子ど�もたちは�

魅力を感�じ�ていくのであった�。�

友だちと一緒に何回も�やってみ�

ることで、不思議な表�現と出会�

っている子どもたちも�いた。薄�

い印刷＝失敗と考えず�、�「影みた�

い」という発想に新た�な表現と�

出会うヒン�ト�があった。�

　友だちと一緒に「せ�ーの」と�

版を並べて置き、仲良�し�である�

思いを版に乗せ表現す�る心温ま�

る姿にも出会った。�

いことがあっ�

た。�し�か�し�、�

今回版を作り�

始めたとき、ほかの�子どもたち�

が画用紙を前に試行�錯誤�し�てい�

る中、思いのままに�はさみを動�

か�し�、つぎつぎに紙片を組�み合�

わせ、みるみるうち�に机の大き�

さくらいの「不思議�な生き物」�

を作っていくＴ君の�姿があった。�



水底の石は�
新聞紙を�
丸めよう。�

「雪わたり」�

「やまなし」�

「銀河鉄道の夜とよだかの星」�

「ブラックライト銀河鉄道の夜」�
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　物語を絵に表すことは�、よくある授業風景であ�

る。�し�か�し�、その物語を立体化�し�たらどのように�

なるのだろう。このよう�な発想から本題材は生ま�

れたのである。�

　本題材では、宮沢賢治�の作品の中から自分の好�

きな物語を選び、立体化�するという創作活動であ�

る。そのためには、前時�までに学習�し�た表現方法�

を生か�し�たり、材料から発想を広げ、�新たな表現�

方法を工夫�し�たり�し�て、空間構成を分析�し�、立体�

化という活動を通�し�て多様な表現方法を用い�て作�

品の理解を広め、宮沢賢�治の幻想的な世界を楽�し�

く体感させることを目標�と�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　当時受けもった児童は�図画工作科に対する関心�

が高く、好きな教科では�第１位に上がるほどで、�

熱心に創作活動に取り組�んでいた。また、細かい�

表現を楽�し�む児童、装飾的な表現を楽�し�む児童、�

立体的な表現を楽�し�む児童など、個性的な面�が見�

られるようになってきて�いた。そこで、本題材で�

は、地域の芸術家を学習�支援ボランティアと�し�て�

招くことによって、多様�な表現を可能に�し�、個に�

応�じ�た指導を図ってみた。製作�活動においては、�

以下の３点に工夫を試み�た。�

2．児童の実態�と�指導の工夫�

1．は�じ�め�に�

教材研究�
小　�学　�校�

マ�イ�・�イ�ー�ハ�ト�ー�ブ�・�ス�ト�ー�リ�ー�
～宮沢賢治�の�世界へ�よ�う�こ�そ�～�

栃木県大田原市立�黒羽小学校　�仲西　�伸人�

①指導と評価の一体�化を図る学習カー�ド�の工夫�

　振り返りカー�ド�を使い、各自が製作計�画を立て、�

また、デジタルカメラで児�童の製作過程を記録す�

ることにより、各自の形成�的評価と支援を明確に�

できるように�し�た。�

②評価補助簿の工夫�

　記号の記入、文書記述を�併用�し�、児童が次時の�

活動の見通�し�をもち、意欲を高めること�ができる�

ように�し�た。その際、教師自身も�デジタルカメラ�

を活用�し�、見取りを行い、評価に�役立てた。�

③鑑賞タイムの設置�

　製作活動の毎時間後半に�学び合いによる学習の�

深め方の工夫と�し�て「鑑賞タイム」を設�けること�

により、自分と友達の違い�やよさに気づき、友達�

と表現�し�た喜びを共有でき、本題�材に共感がもて�

るように工夫�し�た。�

　当時勤務�し�ていた学校には体育館とは�別に旧体�

育館�（旧講堂）�があり、その床全面に作品�群を広げ、�

授業以外でも好きな時間に�作品作りに取り組める�

という利点があった。ここ�でいくつかの作品を紹�

介�し�たい。�

①光と影を取り入れ�た「雪わたり」�

　３人で窓の光を利用�し�影絵を考え実施。アイ�デ�

ィアスケッチをきちんと描�き、計画的に製作活動�

に取り組んでいた。当日は�晴天のため、窓からの�

光を浴びて、きつねが見事�に影絵となり映�し�出さ�

れた。�

②２つの場面の「や�まな�し�」�

　国語の教科書に出てきた�５月と12月の場面を表�

現。かにをどのようにつく�ったらよいか迷いがあ�

ったが、ペーパークラフ�ト�の要領を生かすように�

支援�し�た�（段ボールで製作）�。自分より大きいやま�

な�し�の世界に入り込み、子どもた�ちも満足げであ�

った。�

③「銀河鉄道の夜」�と「よだかの星」の�コラボ�

　ステージに暗幕を張り、�イルミネーションを利�

用�し�、宇宙空間を表現。ステージ�の空間を走る銀�

河鉄道には拍手喝采であっ�た。�

④ブラックライ�ト�を使用�し�た「銀河鉄道の夜」�

　物置の部屋を改良�し�、ブラックライ�ト�を活用。�

宮沢賢治独特の幻想的な世�界を表現�し�た。�

　汽車を段ボールで作成�し�、蛍光ポスターカラー�

で着色�し�、凧糸でつるす。電気を�消�し�、合図とと�

もにブラックライ�ト�を照らすと、そこはもう、�物�

置ではなく、子どもたちが�つくり上げた宮沢賢治�

の世界そのものであった。�

　今回この題材を取り組ん�でみて以下のことがわ�

かった。�

①共同作業の大切さ�

　友達との共同作業を認め�ることにより、他者と�

の関わりをもつことの大切�さが感�じ�られた。�

②鑑賞タイムの工夫�

　自分の気づかないことを�友達がやっていたら、�

「あ、これはいいな～」と�自分の活動に生かすこ�

ともあり、児童の試行錯誤�には効果的であった。�

今後はそのもち方について�、交互に友達の作品を�

見合ったり、努力点を発表�し�たりするなど工夫す�

るとさらによくなるのでは�ないかと思う。�

③評価の工夫�

　評価補助簿については、�今回デジカメ映像が効�

果的であったが、メモなど�の蓄積も行い、評価に�

客観性と信頼性を高めると�同時に子ども一人ひと�

りの思いとその実現の状況�を評価することが大切�

であると考える。�

　�

　�「学力向上」�が叫ばれる昨今、どう�し�ても読み書�

き計算に偏って�し�まいがちであるが、発�想や創造�

力を大切に�し�た図画工作の重要性を、そ�し�て、知�

性と感性が融合�し�て初めて学力向上と言�えるとい�

うことをもう一度再考すべ�きである。�

（なかに�し�　のぶひと）�

4．�ま�と�め�

3.　�子�ど�も�自身の発想�を�重視�し�た展開�を�



自分の成長を表現した抽象彫刻の模型�

代表による�
クラス�
プレゼンテーション�

自画像�
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教材研究�
中　�学　�校�

　�「ごまかさず、自分と�まっすぐ向き合うこと」�…�

中学生にとっては、さけ�ては通れないことである。�

美術の授業では２年の後�半から、自分をみつめ、�

本当の自分を見つけよう�とする制作を多く行って�

いる。様々な経験を通�し�て成長�し�ていく様子が作�

品となって残されていく�。まだまだ、誰でもいろ�

いろ思い悩んだり、迷っ�たり�し�ながら、成長�し�て�

いくわけだが、中学校美�術の授業の中での自分探�

し�は、３年のこの題材で終わり�になる。�
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　�「時」�という目には見えないけれ�ど、常に身につ�

きまとうものの不思議さ、�その存在の曖昧さゆえ�

に、生き方に大きく関わる�「時」を自分なりにと�

らえ、自分ら�し�い形や色に表現させたい�と考えて�

いる。�３年生のこの時期に、�「自分ら�し�く時を刻ん�

で生きてゆく」ということ�は、どういうことなの�

か、この機会にもう一度深�く考えさせ、自分ら�し�

さを全面に出�し�た時計という形に表現さ�せたい。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　～プ�レ�ゼンテーション～�

　自分の胸の内だけで考え�を巡らすのではなく、�

班やクラス単位でプ�レ�ゼンテーションを行った�。�

発表のたびに拍手がおこり�、作り方についての質�

問があったり、改善点を話�し�合ったりする。自分�

の価値観のみに固執�し�すぎることなく、プ�レ�ゼン�

を聞いた人に想いを持って�ほ�し�い。受け手がどう�

広げるか、いろんな見方や�感性に直面することに�

価値がある。このプ�レ�ゼンを大切に�し�たい。�

2．�「時」�を�ど�う�と�ら�え�る�か？�

5．卒業式で展示！�

1．は�じ�め�に�

　�

　�

　８時間の制作時間で、ほ�ぼ全員が完成�し�、卒業�

式の花道に展示する。制作�意図や計画がわかるよ�

うに、プ�レ�ゼンテーション�し�た時の企画書と一緒�

に、重ね合わせるように展�示�し�、お世話になった�

家族に、一歩自立に近づい�た姿をみてもらう。�

3．考�え�を�聞いて想い�を�深め�る�！�

「自分�ら�し�く�時�を�刻�む�」�
～世界�に�た�っ�た�ひ�と�つ�の�オ�リ�ジ�ナ�ル時計制作～�

山形県鶴岡市立�藤島中学校　�阿部　�昌子�

～生徒のプ�レ�ゼンテーションより～�

○私にとって時間とは、何か�に挑戦するためにあ�

るもので、それをやり遂げ�るために積み重ねて�

いくものです。今があるの�で、今までの時間を�

色のちがう丸で表現�し�ま�し�た。また、時間はい�

つも輝いているイメージな�ので、明るい色を使�

いま�し�た。�

○自分にとって時間とは、無�限にあるものでない。�

時間を正方形という形の中�につめこんで、１年�

１年の思い出を大切に�し�ていくという気持ちを�

表�し�ている。一段を１年と�し�て考えてみた。�

○時間とは、すべての人に同じ�だけ与えられてい�

るものだけど、�時間の感�じ�方は、�一人一人ちがっ�

ていて、その一瞬が明るか�ったり、暗かったり�

いろいろだと思う。その明�と暗を白と黒で表�し�

ま�し�た。�

○時間とは、一日一日の中に�あるものだと思いま�

す。今日が終われば明日が�ある。その明日へ向�

かって、明日への扉を開け�ていこう、そ�し�て、�

明日からも自分の時間を大�切に�し�ていこうとい�

う想いです。� （あべ　まさこ）�

　～素材・道具との出会い�～�

　自分で立てた計画に従っ�て、美術室に準備�し�た�

材料の中から自由に選んで�制作する。こちらでも�

できる限りの素材は準備す�るが、それでも足りな�

い物は、自分で探�し�て購入�し�たり、落ち葉や貝殻�

を持ってくる生徒もいる。�生徒全員分準備する物�

は、�100円均一の時計の針�（結構種類がある）�、�約500

円のムーブメン�ト�だけである。�

　その他、美術室に準備�し�てある材料は、ベニヤ�

板、�アクリル板、�紙粘土、�マイル�ド�ク�レ�ー�（ホワイ�

ト�・�ブ�ロ�ン�ズ�・�セ�ピ�ア�）�、ダ�ン�ボ�ー�ル、イ�ラ�ス�ト�

ボー�ド�、金属板、コルクボー�ド�、発泡スチロール、�

木材…など。その他各種金�具、接着剤、工具など�

できる限りの物を準備�し�、生徒の要望に応えら�れ�

るように考えている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

4．�「自分で材料�を�選ぶ」� 6．おわ�り�に�



造形ピックア
ップ�

講評する土田教授と作品�
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　埼玉県美術教育連盟は、�県内の小中学校の美術�

教育に関する教職員で組織�された、美術教育の振�

興を図ることを目的と�し�た会です。いつも会合�を�

開く度に、たくさんの方々�の参加と応援をいただ�

いているこの会ですが、お�かげさまで平成19年度�

に発足60周年を迎えます。�今後も、子どもたちの�

豊かな成長を願い活動を展�開�し�て参りますので、�

引き続きご理解とご協力を�お願いいた�し�ます。�

主な活動は、美術教育に関�する調査研究、研究大�

会や展覧会の開催、関係機�関・団体との連絡調整�

等があります。その運営に�は、３つの特徴があり�

ますので以下に紹介いた�し�ます。�

　１つは、小中学校が合同�で行っていることです。�

　本会は、小中学校の交流�が盛んです。組織の構�

成から、研修会、研究大会�、展覧会等の場面で小�

中の先生方が協力�し�て活動を展開�し�ています。会�

と�し�ての研究でも小中学校を通じ�た、子どもたち�

の学びの系統性や題材の展�開を重視�し�ています。�

　２つめは、毎年２回の造�形研究大会を実施�し�て�

いることです。２回の造形�研究大会とは、次のよ�

うな特徴を持った、現場の�先生方のための会です。�

「創造体験研修会」�具体的な作品づくりを�し�なが�

ら素材の可能性を追求�し�たり、題材を開発�し�たり�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�

埼玉県美術教育連盟�
埼玉県美術教育連盟事務局長�山田 一文�

キ�ッ�ズアー�ト�2　�～ア�ド�パ�レ�ッ�ト�で�オ�ブ�ジ�ェ�を�つ�く�ろ�う�～�
滋賀県高島市立�安曇川中学校　�鈴木　�典明�
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　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

する参加者主体の体験型研修�会です。�（写真参照）�

「授業研究会」�先の研修会の成果を受け、�授業を�

実施�し�、指導と、題材について研究�する会です。�

　３つめは、造形研究大会の�開催を５つのブロッ�

クのローテーションで行って�いることです。これ�

によって各ブロックの研究の�活性化を図り、ひい�

ては県全体の美術教育の充実�を目指�し�ています。�

今後は、研究内容の充実を目�指すとともに、本会�

の取り組みがより多くの方々�に知ってもらえるよ�

う情報の発信に力を入れてい�く予定です。�

（やまだ　かずふみ）�

　造形要素を造形活動の�基礎・基本と位置づけ、�

学校の限られた時間と空�間の中でポイン�ト�を踏ま�

えた授業が創造されつつ�ある。�し�か�し�、時間と空�

間の制限の壁は破ること�ができず、この問題は永�

遠の課題と�し�て日々取り組まなければ�ならない。�

そこで、より長い時間、�より広がりのある空間を�

求めて、夏休みに社会教�育施設を利用�し�てキッズ�

アー�ト�（1998～2001年）�が展開されてきた。�

①：子ども本意の造形活�動�

　遊びの中から子ども達�の内なる造形性に火をつ�

け、子ども自ら創造する力を�引き出すこと。�

②：みること・ふれるこ�と・つくること・参加す�

ることが一体となった空間�

　制作�し�ながら人との関わりや他の人�の造形活動�

や作品から受ける創造的�なエネルギーの交流も含�

めた鑑賞空間と�し�ても機能�し�、造形作品やその制�

作過程、そ�し�て造形活動に関わる人と�の交流を含�

めた展覧会を創ること。�

　参加者：小学４年生、�中学生・高校生�（美術部）�

サ�ポ�ー�ト�ス�タ�ッ�フ�：�高�島�市�美�術�教�育�研�究�会�（�小�・�

中・高の美術担当教諭）�、大学生�（滋賀県立大学）�

（1）�ア�ド�パ�レ�ッ�ト�づくり�

①講話「色の魅力」：京�都精華大環境建築研究所�

副所長堤幸一氏�

◇「色について考えたこ�とがありますか」：山、�

海、太陽、髪の毛、肌色など�は何色かなどの問�

いかけから始まり、普段考え�ているものの色に�

ついて考え、意識を�し�て色を見ることの大切さ�

を知らせた。�

◇「色に気持ちは関係あ�るの」：色から感じる印�

象やイメージは、共様性とい�って世界中の人が�

共通�し�て感�じ�ることを知らせ興味づ�けを�し�た。�

◇「あなたの町の色は」：�京都、大阪、神戸、な�

どの街から感じられる色�のイメージについて考�

えさせ、安曇川の街の色�についてイメージを広�

げた。�

　�「まず色があって、�目にはいってくるだけでは�な�

し�に、目が自分自身で色を�探る。そのとき目が喜�

ぶ」とゲーテの色彩の感じ�方について述べた。�

②フィール�ド�ワーク�

　フィール�ド�ワークは安曇川駅周辺の市�街地と藤�

樹神社周辺の文化ゾーンの�二つのエリアに分け、�

写真撮影を行った。この活�動から「いつもと違う�

見方で街の風景を見ること�ができた。�」�という子ど�

もの声があるなど、日常的�なものの見方から造形�

的なものの見方へと変化�し�たことがわかる。�

③色の考察�

　デジカメで撮った写真デ�ータをパソコン画面で�

並べ替えて、色の考察を行�った。色相環の掛け軸�

を提示�し�、色相順に並べ替え、ど�んな色が撮影さ�

れたかを考えさせた。色相�環の中で足りない色は�

何かを考え足りない色はほ�かの場所でとる課題と�

し�て各グル－プでまとめた�。各グループで話�し�合�

いの結果をパソコン画面か�らスクリ－ンに映�し�て�

発表させた。バランスよく�色をとったグループや�

色に偏りがあるグル－プも�あり様々であったが、�

全体に色味のない無彩色が�多くなった。�

（2）�立体オブジェの制作�

　オブジェ制作用に小学生�だけのグループ、中高�

生混合のグル－プに再編成�し�た。�ア�ド�パ�レ�ッ�ト�（カ�

ラ�ー�カ�ー�ド�）�を�貼�り�付�け�る�た�め�の�枠�とし�て�安�曇�川�

の伝統文化�（扇骨）�の材料の竹を使い制作�を�し�た。�

①エスキース制作�

　まず、幾何学的な基本図�形と竹のオブジェの写�

真を資料と�し�て用意�し�て、各自イメージスケッ�チ�

を描かせ、葦でエスキース�を作った。�

②オブジェ制作�

　グル－プで話�し�合ってエスキースを選�び決定。�

オブジェづくりとなる。小�学生グル－プはスタッ�

フ�（小学校の先生）�と子どもが一緒に制作�し�た。�

・色は実際は色相環に表せな�いほど違いがあるの�

だなと思った。色は雰囲気�や温度の違いを表す�

ことのできる方法なのでも�っと色をたくさん知�

って使い分けたらいいなと�思った。�

・普段見慣れた道で、少なく�思っていた色も比較�

的多くあった。紫など特定�の色を探すと、意外�

と見つけにくく考えさせら�れた。これからも、�

いろんな場所で自然の色や�看板とかの色を比べ�

てみたいと思う。�

・小学校とかいろんな人やい�ろんな学校の人が混�

じ�って活動�し�たが、やっぱり人の感じ方�ってそ�

れぞれ違うんだなとつくづ�く思った。�

（すずき　のりあき）�

③合評会�

　京都女子大の土田教授を�迎え、対話形式で作品�

の評価を行った。各グルー�プから作品のア�ピ�－ル�

ポイン�ト�や制作時の苦労�し�た点について発表�し�、�

その後全員で意見交流を行�った。子どもたちは予�

想以上に思い思いの意見が�出せ、充実�し�た合評会�

となった。�
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2．キッズア�ー�ト�の基本的な考え方�

3．キッズア�ー�ト�2（2005年）�

1．は�じ�めに�

4．子どもたちの感想�


